
５－１ 内箱 正面 修理前

５－３ 内箱 左側面 修理前

５－５ 内箱 右側面 修理前

口絵５ 春日龍珠箱（奈良国立博物館） 内箱（１）

５－２ 内箱 正面 修理後

５－４ 内箱 左側面 修理後

５－６ 内箱 右側面 修理後



６－１ 内箱 背面 修理前

６－３ 内箱 蓋天面 修理前

６－５ 内箱 蓋裏面 修理前

口絵６ 春日龍珠箱（奈良国立博物館） 内箱（２）

６－２ 内箱 背面 修理後

６－４ 内箱 蓋天面 修理後

６－６ 内箱 蓋裏面 修理後



７－１ 外箱 正面 修理前

７－３ 外箱 左側面 修理前

７－５ 外箱 右側面 修理前

口絵７ 春日龍珠箱（奈良国立博物館） 外箱（１）

７－２ 外箱 正面 修理後

７－４ 外箱 左側面 修理後

７－６ 外箱 右側面 修理後



８－１ 外箱 背面 修理前

８－３ 外箱 蓋天面 修理前

８－５ 外箱 底面 修理前

口絵８ 春日龍珠箱（奈良国立博物館） 外箱（２）

８－２ 外箱 背面 修理後

８－４ 外箱 蓋天面 修理後

８－６ 外箱 底面 修理後



奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

春
日
龍
珠
箱
の
保
存
修
理

は

じ

め

に

春
日
龍
珠
箱
は
、
室
生
寺
伝
来
と
伝
え
ら
れ
る
木
製
、
漆
塗
、
彩
絵
の
箱
で

あ
る
。
現
在
内
箱
、
外
箱
の
二
合
一
具
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
龍
珠
す
な
わ
ち

如
意
宝
珠
を
納
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
本
品
は
平
成
十
二
年
度
に
文
化
庁

よ
り
管
理
換
さ
れ
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
が
、
以
前
か
ら
表
面
の
汚
損
や
剥
落

が
目
立
つ
こ
と
が
懸
案
と
な
っ
て
お
り
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
費
用
に
て
本
格

的
な
修
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

修
理
に
当
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
監
督
の
下
、
漆
部
分
を
北
村
昭

斎
（
選
定
保
存
技
術
保
持
者
・
漆
工
品
修
理
）
が
、
彩
色
部
分
を
株
式
会
社
文
化
財

保
存
（
選
定
保
存
技
術
保
存
団
体
・
国
宝
修
理
装
�
師
連
盟
加
入
）
が
そ
れ
ぞ
れ
施

工
し
、
二
箇
年
を
要
し
て
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
修
理
の
概
略
に
つ
い
て
、
作
品
の
概
要
、
修
理
前
の
状
況
及
び
総

括
を
奈
良
国
立
博
物
館
・
清
水
健
が
、
修
理
の
概
要
を
、
実
際
に
修
理
に
当
た

っ
た
北
村
昭
斎
、
株
式
会
社
文
化
財
保
存
・
荒
木
臣
紀
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
、

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

修
理
年
度

平
成
十
五
・
十
六
年
度

事
業
者

奈
良
国
立
博
物
館

修
理
施
工
者

北
村
昭
斎
、
株
式
会
社
文
化
財
保
存

一
、
作
品
の
概
要
（
口
絵
５
〜
８
）

本
品
は
、
内
箱
、
外
箱
の
二
合
一
具
に
な
る
い
ず
れ
も
木
製
の
箱
で
、
内
箱

が
外
箱
に
す
っ
ぽ
り
と
収
納
さ
れ
る
二
重
箱
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
内
箱
は
、

あ
い
が
き

被
蓋
造
で
、
針
葉
樹
の
柾
目
板
を
相
欠
に
組
み
、
釘
で
留
め
て
形
作
っ
て
い
る
。

ぬ
の

き

表
面
は
木
地
に
粗
目
の
麻
布
で
布
被
せ
し
、
黒
漆
の
下
地
を
施
し
て
朱
漆
を
塗

り
、
そ
の
上
か
ら
彩
色
で
描
画
を
施
し
て
い
る
。
蓋
側
面
の
上
辺
及
び
身
側
面

の
下
辺
四
隅
に
は
金
銅
製
隅
金
具
を
据
え
付
け
、
補
強
し
て
い
る
。
外
箱
も
、

被
蓋
造
で
表
面
木
地
上
に
布
被
せ
し
、
黒
漆
の
下
地
を
施
し
た
上
で
朱
漆
を
塗

り
、
彩
色
を
施
す
点
は
内
箱
同
様
で
あ
る
が
、
身
の
底
に
桟
を
渡
し
て
脚
と
し
、

金
銅
製
肘
壺
金
具
を
背
面
二
箇
所
に
付
け
、
正
面
に
は
海
老
錠
を
掛
け
る
た
め

の
金
銅
製
金
具
を
蓋
身
に
そ
れ
ぞ
れ
打
っ
て
お
り
、
唐
櫃
風
に
仕
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
底
面
に
は
紐
を
か
け
る
た
め
の
孔
が
前
後
二
箇
所
に
開
け
ら
れ
、

―
修
理
報
告
―

北

村

昭

斎

荒

木

臣

紀

清

水

健
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蓋
側
面
の
上
辺
及
び
身
側
面
の
下
辺
四
隅
に
は
金
銅
製
隅
金
具
が
、
桟
脚
に
は

金
銅
製
沓
金
具
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

内
箱
・
蓋
表
に
は
海
中
の
岩
座
に
立
つ
八
大
龍
王
が
鬼
形
で
左
右
に
分
か
れ

て
表
さ
れ
、
波
間
に
は
孤
舟
も
み
え
て
い
る
。
蓋
四
側
面
に
は
蓋
表
に
続
く
と

思
わ
れ
る
岩
礁
、
波
濤
が
表
さ
れ
、
身
の
四
側
面
に
表
さ
れ
た
滔
々
と
逆
巻
く

波
濤
へ
と
連
続
し
た
画
面
を
構
成
し
て
い
る
。
蓋
裏
に
は
蓋
表
と
同
様
荒
波
の

中
に
立
つ
岩
坐
上
に
左
右
に
分
か
れ
て
七
体
の
鬼
形
と
一
体
の
童
子
形
が
描
か

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
宝
珠
を
持
す
こ
と
か
ら
、
蓋
表
同
様
八
大
龍
王
を
表
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
内
面
は
全
面
に
朱
漆
が
施
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
外
箱
に
目
を
転
ず
る
と
、
蓋
表
に
は
損
傷
著
し
い
も
の
の
、
宝
珠
を

握
っ
た
龍
が
海
中
か
ら
立
ち
上
る
様
が
表
さ
れ
て
お
り
、
蓋
の
四
側
面
に
は
中

央
に
寄
せ
て
三
箇
の
宝
珠
が
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
蓋
裏
に
は
海
中
の
岩
礁
上

に
立
つ
八
人
の
束
帯
姿
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
肩
に
は
そ
れ
ぞ
れ

龍
が
乗
っ
て
お
り
、
こ
の
八
人
も
八
大
龍
王
を
表
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

蓋
裏
の
左
右
の
上
端
に
は
そ
れ
ぞ
れ
風
神
・
雷
神
が
、
下
部
に
は
逆
巻
く
波
濤

の
中
に
宝
珠
を
持
し
た
三
頭
の
龍
が
表
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
側
面
は
、
背
面

の
み
は
朱
漆
塗
の
み
で
彩
絵
を
施
さ
な
い
も
の
の
、
他
の
面
に
は
春
日
四
所
及

び
若
宮
に
ち
な
ん
だ
図
様
が
展
開
す
る
。
順
に
み
て
ゆ
く
と
、
正
面
は
中
央
に

大
き
な
欠
失
が
あ
る
も
の
の
、
春
日
山
を
背
に
向
か
っ
て
左
に
鹿
に
乗
り
黒
袍

の
束
帯
を
身
に
つ
け
た
男
神
と
十
二
神
将
が
、
右
に
は
鹿
に
乗
っ
た
童
形
神
が

司
禄
・
司
命
と
十
王
を
従
え
て
影
向
す
る
様
を
表
し
て
い
る
。
男
神
は
薬
師
如

来
を
本
地
と
す
る
二
宮
の
祭
神
・
経
津
主
命
（
下
総
香
取
神
）、
左
の
童
形
は
地

蔵
菩
薩
を
本
地
と
す
る
三
宮
の
祭
神
・
天
児
屋
根
命
（
河
内
枚
岡
神
）
と
推
測
さ

れ
る
。
天
児
屋
根
命
は
僧
形
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、『
春
日
権
現
験

記
』
巻
四
第
二
段
に
は
童
形
の
天
児
屋
根
命
が
登
場
し
て
お
り
、「
子
神
」
と
し

て
童
形
に
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ（
１
）る
。
向
か
っ
て
左
側
面
は
鹿
に

乗
っ
た
束
帯
姿
の
武
官
が
十
二
天
を
従
え
て
影
向
す
る
様
を
表
し
、
釈
迦
如
来

（
あ
る
い
は
不
空
羂
索
観
音
）
を
本
地
と
す
る
一
宮
の
祭
神
・
武
甕
槌
命
（
常
陸

鹿
島
神
）
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
側
面
に
は
、
鹿
に
乗
っ
た
女
神
と
童

形
神
を
山
水
景
観
中
に
配
し
、
周
囲
に
円
相
に
収
ま
る
十
二
宮
を
表
し
て
い
る
。

女
神
は
十
一
面
観
音
を
本
地
と
す
る
四
宮
の
祭
神
・
比
売
神
、
童
子
形
は
文
殊

菩
薩
を
本
地
と
す
る
若
宮
を
表
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
星
宿
に
つ
い
て
説

く
『
宿
曜
経
』
は
、
文
殊
菩
薩
の
所
説
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
十
二
宮
は

文
殊
の
眷
属
に
当
た
る
か
と
推
測
さ
れ（
２
）
る
。
外
箱
の
内
面
は
、
内
箱
同
様
全
面

に
朱
漆
が
施
さ
れ
、
神
秘
的
な
趣
を
呈
し
て
い
る
。

外
箱
に
内
箱
が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
思
し
く
、
内
箱
の
方
が
全
体
に
保
存
状

態
が
良
好
で
、
欠
損
部
分
は
少
な
い
。
ま
た
、
外
箱
背
面
が
大
き
く
破
損
し
て

い
る
の
は
、
景
山
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
本
品
が
厨
子
の
よ
う
に
宝
珠
を
内
包

し
、
一
定
の
場
所
に
背
を
壁
な
ど
に
接
し
て
安
置
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い

（
３
）
る
。
こ
の
ほ
か
蓋
裏
に
描
か
れ
た
彩
絵
は
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
残
し
て
お
り
、

制
作
当
初
の
華
麗
な
様
を
彷
彿
さ
せ
る
。

な
お
、
修
理
後
の
法
量
は
以
下
の
通
り
。

法
量

〈
内
箱
〉

蓋

幅
三
八
・
六

奥
行
三
七
・
六

高
五
・
三

身

幅
三
七
・
一

奥
行
三
五
・
七

高
三
六
・
七

深
三
五
・
五

総
高
三
七
・
八

〈
外
箱
〉

蓋

幅
五
二
・
〇

奥
行
四
四
・
七

高
五
・
五

身

幅
四
九
・
〇

奥
行
四
一
・
七

高
四
二
・
七

深
三
八
・
九

総
高
四
三
・
五
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二
、
修
理
前
の
状
況

﹇
内
箱
﹈（
口
絵
５
・
６
）

身
の
下
辺
四
隅
に
付
け
ら
れ
た
隅
金
具
の
う
ち
、
一
箇
所
を
除
く
三
方
の
隅

金
具
が
欠
失
し
て
い
た
。
ま
た
唯
一
残
る
隅
金
具
に
も
金
釘
の
欠
失
が
み
ら
れ

た
。
加
え
て
、
身
側
面
の
木
地
組
手
一
箇
所
が
外
れ
、
隙
間
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
内
側
に
生
じ
た
亀
裂
を
過
去
に
補
修
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た
麦
漆
が

周
辺
の
朱
漆
に
固
着
し
、
印
象
を
損
ね
て
い
た
。
さ
ら
に
全
体
に
経
年
に
よ
る

汚
損
が
目
立
ち
、
く
す
ん
だ
印
象
を
与
え
て
い
た
。

な
お
、
内
箱
は
比
較
的
保
存
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
。

﹇
外
箱
﹈（
口
絵
７
・
８
）

随
所
に
比
較
的
大
き
な
損
傷
が
み
ら
れ
、
全
体
に
美
観
が
損
な
わ
れ
て
い
た
。

蓋
の
背
面
向
か
っ
て
左
側
の
隅
金
具
、
背
面
向
か
っ
て
右
側
の
肘
金
具
、
身

で
は
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
錠
金
具
、
背
面
向
か
っ
て
左
側
の
桟
の
沓
金
具
、

身
の
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
錠
金
具
に
対
応
す
る
内
側
の
嵌
金
及
び
背
面
向
か

っ
て
左
側
の
壺
金
具
に
対
応
す
る
内
側
の
嵌
金
が
欠
失
し
て
い
た
。
ま
た
、
経

年
に
よ
る
木
地
の
収
縮
に
よ
っ
て
漆
塗
膜
及
び
下
地
に
用
い
た
麻
布
の
浮
き
が

随
所
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
正
・
背
面
に
は
大
き
な
剥
落
箇
所
が
あ
り
、
木
地

を
呈
し
て
い
た
。
特
に
正
面
は
一
部
に
暗
青
色
の
補
彩
が
施
さ
れ
、
背
面
は
後

補
の
麦
漆
が
朱
漆
面
ま
で
浸
食
し
、
と
も
に
美
観
を
損
ね
て
い
た
。
加
え
て
蓋

の
稜
角
、
隅
の
部
分
は
打
痕
や
組
手
部
分
の
破
損
が
多
く
み
ら
れ
、
木
地
を
呈

し
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
底
面
は
漆
塗
膜
に
亀
裂
が
生
じ
、
剥
落

の
進
ん
で
い
る
部
分
が
多
く
、
ま
た
桟
の
部
分
も
、
固
定
の
た
め
に
打
た
れ
た

鉄
釘
の
周
囲
に
錆
に
よ
る
炭
化
の
進
行
が
み
ら
れ
た
。

三
、
漆
工
部
分
の
修
理
（
図
１
〜
８
）

イ
、
内
箱

１
、
破
損
し
た
木
地
接
合
部
は
麦
漆
で
接
着
し
た
後
、
下
地
漆
を
施
し
て
表
面

を
整
え
た
。

２
、
身
の
内
側
の
朱
漆
塗
膜
に
付
着
し
た
麦
漆
は
鋭
利
な
刃
物
や
リ
ュ
ー
タ
ー
、

微
粒
子
の
砥
石
な
ど
を
用
い
て
慎
重
に
可
能
な
範
囲
内
で
除
去
を
行
っ
た
。

ロ
、
外
箱

１
、
エ
タ
ノ
ー
ル
水
溶
液
を
用
い
て
綿
棒
や
木
綿
布
等
に
て
可
能
な
範
囲
で
全

体
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
。

２
、
漆
塗
膜
の
上
に
付
着
し
て
固
ま
っ
た
過
去
の
修
理
の
際
の
麦
漆
は
鋭
利
な

刃
物
や
リ
ュ
ー
タ
ー
、
微
粒
子
の
砥
石
な
ど
を
用
い
て
慎
重
に
可
能
な
範
囲
内

で
除
去
を
行
っ
た
。

３
、
彩
色
の
施
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
浮
き
上
が
っ
て
反
り
返
っ
て
い
る
漆
塗

膜
は
、
湿
気
を
与
え
て
塗
膜
を
あ
る
程
度
柔
軟
に
さ
せ
て
か
ら
、
溶
剤
（
リ
グ
ロ

イ
ン
）
で
希
釈
し
た
麦
漆
を
隙
間
に
浸
透
さ
せ
、
本
体
に
負
担
を
掛
け
な
い
程

度
に
加
圧
し
て
接
着
し
た
。
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４
、
正
面
の
大
き
な
漆
塗
膜
欠
損
面
は
木
地
肌
に
麻
布
を
糊
漆
で
貼
り
、
さ
ら

に
漆
下
地
を
施
し
て
絵
画
面
と
の
段
差
を
補
っ
た
。

５
、
背
面
の
漆
塗
膜
が
大
き
く
剥
落
し
た
面
は
木
地
肌
に
生
漆
を
拭
き
込
み
、

漆
塗
膜
断
面
周
辺
の
切
り
立
っ
た
段
差
を
下
地
漆
で
括
り
、
塗
膜
の
破
損
が
さ

ら
に
進
行
す
る
の
を
防
止
し
た
。

こ

く
そ
う
る
し

６
、
打
痕
な
ど
に
よ
る
破
損
で
木
地
が
露
出
し
た
部
分
は
木
屎
漆
で
形
状
を
復

元
し
た
後
、
漆
下
地
を
施
し
て
表
面
を
整
え
た
。

７
、
底
面
に
取
り
付
け
ら
れ
た
桟
脚
で
木
質
部
の
炭
化
に
よ
り
欠
損
し
た
部
分

は
生
漆
を
含
浸
さ
せ
て
強
化
し
た
後
、
大
き
な
欠
損
部
は
同
様
な
材
を
用
い
て

埋
め
木
を
し
、
木
屎
漆
で
形
状
を
復
元
し
整
え
た
。

８
、
欠
損
し
た
金
具
は
同
形
状
の
物
を
新
調
し
所
定
の
場
所
に
釘
で
固
定
し
た
。

金
具
に
は
彫
金
を
施
さ
ず
、
裏
面
に
「
ホ
」
の
文
字
を
入
れ
た
。
ま
た
、
鍍
金

の
輝
き
を
和
ら
げ
て
全
体
の
違
和
感
を
軽
減
す
る
為
に
多
少
の
古
色
付
け
を
行

っ
た
。
な
お
、
金
具
制
作
は
辻
清
氏
（
滋
賀
県
指
定
選
定
保
存
技
術
者
・
曳
山
金
工

品
修
理
・
長
浜
市
）
に
依
頼
し
た
。

四
、
彩
色
部
分
の
修
理
（
図
９
〜
１６
）

１
、
作
業
の
た
め
の
剥
落
止
め

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
作
業
を
安
全
に
行
う
た
め
、
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
・
セ

ル
ロ
ー
ス
（H

P
C

）／
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
２﹇w

t%

﹈
溶
液
、
兎
膠
２﹇w

t%

﹈

水
溶
液
を
順
に
塗
布
含
浸
さ
せ
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

２
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

柔
ら
か
い
刷
毛
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
を
使
っ
て
埃
等
を
除
去
し
た
。
エ
チ
ル
ア
ル

コ
ー
ル
を
含
ま
せ
た
綿
棒
や
柔
ら
か
い
ワ
イ
プ
に
汚
れ
を
吸
着
さ
せ
た
。

３
、
剥
落
止
め

内
箱２﹇w

t%

﹈
兎
膠
水
溶
液
を
絵
具
層
各
色
毎
に
筆
に
て
塗
布
含
浸
さ
せ
充
分

に
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

外
箱表

側：
H
P
C

０．５
﹇w

t%

﹈
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
の
塗
布
後
、
粒
膠
３

﹇w
t%

﹈
水
溶
液
で
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

裏
側：

経
年
劣
化
に
よ
っ
て
膠
着
力
が
低
下
し
、
水
を
与
え
る
事
に
よ
り
彩

色
材
料
が
移
動
し
て
し
ま
う
危
険
の
あ
る
絵
具
層
、
及
び
小
口
に
は
エ
チ
ル
・

セ
ル
ロ
ー
ス
／
酢
酸
エ
チ
ル
２
﹇w

t%

﹈
溶
液
で
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。
そ
れ

以
外
の
箇
所
に
は
兎
膠
、
粒
膠
（
共
に
濃
度
３﹇w

t%

﹈）
水
溶
液
を
浸
透
の
具
合

を
見
て
使
い
分
け
、
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

４
、
浮
き
上
が
り
箇
所
へ
の
処
置

層
状
に
浮
き
上
が
っ
て
い
る
箇
所
に
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス

／
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
０．５﹇w

t%

﹈
溶
液
、
６﹇w

t%

﹈
兎
膠
水
溶
液
を
順
に
差

し
込
み
プ
レ
ス
し
て
押
さ
え
た
。

142



５
、
欠
損
部
補
填

濾
紙
粉
を
メ
チ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス
に
て
練
っ
た
物
を
欠
損
部
に
補
填
し
た
後
、

補
彩
を
し
た
。

６
、
補
彩

北
村
昭
斎
の
工
房
で
旧
修
理
箇
所
を
除
去
し
た
た
め
木
地
を
露
出
し
て
い
た

部
分
、
及
び
当
工
房
に
て
補
修
し
た
箇
所
に
補
彩
を
施
し
て
周
囲
と
の
調
和
を

図
っ
た
。

７
、
備
考

使
用
材
料

材
料
名

修
理
後
所
見

１
、
彩
色
部
分
の
剥
落
止
め
に
つ
い
て

絵
具
層
は
膠
着
力
の
低
下
が
見
ら
れ
、
粉
状
化
や
鱗
状
化
し
て
い
る
箇
所
も

あ
っ
た
。
蓋
の
表
裏
、
外
箱
、
内
箱
な
ど
場
所
の
違
い
に
よ
っ
て
膠
着
力
の
低

下
に
は
差
が
あ
っ
た
。
例
と
し
て
は
、
外
箱
蓋
裏
の
緑
青
や
群
青
の
箇
所
で
は
、

粉
状
化
も
無
く
物
理
的
に
も
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
箇
所
で
も
、

極
性
溶
媒
（
水
等
）
を
用
い
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
様
々
な
絵
具
層
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
し
た
接
着
剤
や
作
業
方
法
を
使
い

分
け
て
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

２
、
絵
画
層
の
浮
き
上
が
り
に
つ
い
て

絵
画
層
は
、
厚
い
漆
下
地
層
が
木
地
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
い
る
箇
所
が
多
く

見
ら
れ
た
。
今
回
の
修
理
で
は
、
浮
き
上
が
っ
て
い
る
箇
所
に
は
６
﹇w

t%

﹈

膠
水
溶
液
を
注
入
し
て
固
い
漆
下
地
層
を
柔
ら
か
く
し
た
後
、
プ
レ
ス
し
て
乾

燥
さ
せ
、
浮
き
上
が
り
を
押
さ
え
た
。

亀
裂
部
分
に
は
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス
／
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー

ル
溶
液
で
小
口
の
強
化
を
行
っ
た
。

五
、
そ

の

他

全
体
の
修
理
設
計
は
北
村
昭
斎
が
行
っ
た
。
ま
た
保
存
の
た
め
、
外
箱
と
内

箱
そ
れ
ぞ
れ
を
納
め
る
倹
飩
式
、
下
水
板
付
き
の
桐
箱
を
北
村
の
手
配
に
よ
り

新
調
し
た
。

ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス

東
京
、
日
本
曹
達
社
製
、
Ｍ
サ
イ
ズ

メ
チ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス

ス
イ
ス
、
ラ
ス
コ
ー
社
製
、
平
均
分
子
量
１５０００
、
３００

エ
チ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス

ド
イ
ツ
、
ア
ル
ド
リ
ッ
ヒ
社
製
、
平
均
分
子
量
８６０００

膠

ア
メ
リ
カ
、
ア
ー
ト
サ
プ
ラ
イ
社
製
、
兎
膠

ア
ク
リ
ル
絵
具

ド
イ
ツ
、
シ
ュ
ミ
ン
ケ
社
製

充
填
材
（
濾
紙
粉
）

東
京
、
東
洋
濾
紙
製

〔
註
〕

セ
ル
ロ
ー
ス
誘
導
体
に
つ
い
て

エ
チ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス
、
ヒ
ド
ロ
キ
シ
プ
ロ
ピ
ル
・
セ
ル
ロ
ー
ス
、
メ
チ
ル
・
セ
ル
ロ

ー
ス
な
ど
、
木
材
繊
維
を
原
料
に
生
成
さ
れ
る
水
溶
性
の
物
質
。
ほ
ぼ
無
色
透
明
で
弱
い

接
着
力
を
持
ち
、
文
化
財
修
理
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
目
的
で
用
い
ら
れ
て
い
る
布
海
苔

（
糖
類
）
に
比
べ
、
微
生
物
の
繁
殖
、
虫
害
が
少
な
い
と
い
う
利
点
が
言
わ
れ
て
い
る
。

欧
州
な
ど
で
は
、
酸
化
が
進
み
脆
弱
化
し
て
い
る
酸
性
紙
の
紙
力
の
強
化
に
使
用
さ
れ
た

り
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
品
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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む

す

び

に

今
回
の
修
理
で
は
、
漆
塗
膜
の
亀
裂
や
浮
き
及
び
絵
画
面
の
亀
裂
や
剥
落
な

ど
に
よ
っ
て
、
作
品
の
取
り
扱
い
に
注
意
を
要
す
る
部
分
を
中
心
に
修
理
を
行

っ
た
。
ま
た
金
具
の
欠
失
や
表
面
の
汚
損
な
ど
作
品
本
来
の
美
観
を
損
ね
て
い

た
要
素
に
つ
い
て
も
補
填
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
展
示
に
堪
え
う
る
美
観

の
回
復
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
、
当
て
傷
な
ど
に
よ
っ
て
木
地
を
露
出
し
て
い
た
部
分
や
後
補
の

漆
に
よ
っ
て
見
苦
し
く
な
っ
て
い
た
部
分
、
金
具
の
欠
失
に
よ
っ
て
痛
々
し
く

み
え
て
い
た
部
分
が
修
復
さ
れ
、
作
品
の
魅
力
が
よ
り
際
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
取
り
扱
い
に
際
し
て
危
険
を
孕
ん
で
い
た
剥
落
や
浮
き
、
亀
裂

部
分
、
桟
の
炭
化
進
行
箇
所
が
接
着
、
固
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
作
品

の
安
全
が
確
保
さ
れ
、
保
存
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
展
示
に
活
用
し
や
す

く
な
っ
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
欠
失
箇
所
や
金
具
の
補
填
に
よ
り
、
絵
画
面
の
剥
落
部
分

は
さ
て
お
き
、
本
品
が
あ
る
程
度
旧
観
を
取
り
戻
し
た
こ
と
は
、
今
後
こ
の
箱

の
用
途
や
制
作
事
情
の
解
明
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
き
た
む
ら

し
ょ
う
さ
い

選
定
保
存
技
術
保
持
者
・
漆
工
品
修
理
）

（
あ
ら
き

と
み
の
り

株
式
会
社
文
化
財
保
存
・
修
復
課
主
任
）

（
し
み
ず

け
ん

当
館
学
芸
課
研
究
員
）

〔
註
〕

（
１
）
津
田
徹
英
『
日
本
の
美
術
四
四
二

中
世
の
童
子
形
』（
至
文
堂
）、
平
成
十
五
年

（
２
）
春
日
信
仰
に
関
係
す
る
絵
画
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
蔵
さ
れ
る
春
日
星
曼
荼
羅

と
呼
ば
れ
る
作
品
が
あ
る
（
二
本
存
在
す
る
）。
春
日
山
を
背
景
に
雲
に
乗
っ
て

飛
来
す
る
北
斗
七
星
や
九
曜
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
春
日
信
仰
と
星
宿
信
仰
の

結
び
つ
き
を
如
実
に
示
し
て
い
る
が
、
特
定
の
祭
神
（
本
地
仏
）
に
結
び
つ
く
か

は
定
か
で
は
な
い
。

（
３
）
景
山
春
樹
「
春
日
龍
珠
筥
」（『
国
華
』
八
八
五
）、
昭
和
四
十
年

﹇
執
筆
分
担
﹈

三
、
漆
工
部
分
の
修
理

北
村

四
、
彩
色
部
分
の
修
理

荒
木

そ
の
他
の
部
分

清
水
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漆工部分の修理
図１～図８

図１ 外箱 蓋角 修理前

図３ 外箱 背面 クリーニング中

図２ 外箱 蓋角 修理後

図４ 外箱 背面 クリーニング後
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図５ 外箱 底面 桟脚 修理前

図７ 外箱 金具 修理中

図６ 外箱 底面 桟脚 修理中

図８ 外箱 金具 新補
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彩色部分の修理
図９～図１６

図９ 支持体からの浮き上がり 修理前

図１１ 正面部分 修理前

図１０ 支持体からの浮き上がり 修理後

図１２ 正面部分 修理後
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図１３ 外箱 正面 大欠損部 修理前

図１５ 外箱 正面部分 修理前

図１４ 外箱 正面 大欠損部 修理後

図１６ 外箱 正面部分 修理後
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